
事業概要【空き家・空き店舗等の活用による商店街のにぎわい創出を通じた町内活性化事業】

申請者 茨城県大子町 初回採択回 令和６年度第１回募集

事業計画期間 R6-R7年度 期間中の総事業費
（カッコ内はR7年度事業費） 24,530千円（13,200千円）

事業タイプ・類型 地方創生推進タイプ・横展開型 事業分野 観光分野

目的・効果
・商店街の空き家等を活用したビジネスを創出し、その歴史や文化を維持するとともに、新たな産業と雇用の創出を図る。
・若者の定着や地方回帰を促し、観光及び商業の中心地として持続する商店街を目指す。
・町内観光スポットと商店街との新たな人の流れを創出し、観光消費額の増加を図る。
・人流データ等を活用し、EBPMを推進する。

事業概要・
主な経費

※経費内訳はR7年度事業費

【事業概要】
・商店街のにぎわい創出を通じた町内全域の活性化を見据えた戦略
（R6年度策定）を実行する体制を構築する。
・戦略に基づき、また、収益性等を考慮した上で体制の詳細な事業
計画を策定する。
・本事業の効果を的確に測定し、当町におけるEBPMを推進するた
めに人流分析システムを活用する。
【主な経費】　
・体制構築（委託料）　1,911千円
・事業計画の策定（委託料）　9,969千円
・人流分析システム使用料（使用料）　1,320千円

KPI
（★は必須KPI）

※カッコ内の数値は最終事業
年度までの「KPI増加分の累

計」の目標値

①町内における観光消費額（＋2億8,134万4千円）
②駅前商店街と袋田の滝との観光周遊数（＋1万8千860人）
③駅前商店街への来客数（＋14万3千27人）
④駅前商店街において、空き家等を活用して創出されたビジネスの
数（事業承継を含む。）（＋2件）

関連URL ー

旧制度（推進）



令和7年4月時点

交付対象事業の名称

交付対象事業の概要

交付対象事業経費（R7年度事業分） 13,200千円

体制の構築

事業計画策定及び事業の実施

人流分析システムの活用

実施体制

空き家・空き店舗等の活用による商店街のにぎわい創出を通じた町内活性化事業

１．商店街のにぎわい創出を通じた町内全域の活性化を見据えた戦略策定事業
【戦略策定】
・外部有識者の指導のもと、持続可能な駅前商店街の実現や町内全域の活性化に向けた戦略を策定
・商店主や地域内外のプレイヤーのほか、商店会、飲食店組合、旅館組合、金融機関等とともに策定し、まちづくりの方向性について広く
　合意形成を図る
　（策定に当たっては、調査事業のほか、本交付金（地方創生拠点整備）を活用し道の駅奥久慈だいご近隣の旧役場庁舎跡地に整備する
　予定の観光交流施設の機能等も踏まえるものとする）
・民主体で策定する戦略とする

【推進体制の検討】
・外部有識者の指導のもと、戦略の策定と並行して、町、商店主、地域内外のプレイヤーによる推進体制（まちづくり会社等。以下「体
　制」という。）の構築準備を進める

【支援体制構築】
・既存の町の予算やネットワーク等を活用するほか、商工会や県内産業支援機関、金融機関等との更なる連携を図ることで、支援機能を
　強化し、創業者等の事業の継続性を高める

２．策定した戦略を踏まえた体制構築及び事業計画策定事業
【体制の構築】
・上述の検討結果及び策定した戦略を踏まえ、形態や参画メンバー、具体的なスケジュール等を決定。それに基づき体制構築

【事業計画策定及び事業の実施】
・体制の構築後は、戦略に基づき、また、収益性等を考慮した上で、詳細な事業計画を策定
・事業計画においては、空き家等を活用した収益事業の内容や事業スケジュール等を具体的に定める
（本事業においては、自走化を目的とした詳細な事業計画の策定までを行い、本事業終了後（事業計画策定後）は、決定した事業内容に
　合致する他省庁の交付金や金融機関からの融資等により、空き家等を改修した収益事業等を実施）

３．デジタル化推進事業
【人流分析システム活用】
・的確な事業効果測定や戦略策定の基礎となるデータ収集等を目的とした人流分析システムを導入

1 1,911千円
外部有識者への委託料　1,911千円
（内訳）
・体制の検討（形態や構成メンバー、具体的なスケジュールの決定）、構築　人件費　811千円
・先進地視察（同様の事業を実施する先進地への視察）　人件費　1,100千円

2 9,969千円

外部有識者への委託料　9,969千円
（内訳）
・サウンディング調査（策定した戦略を基にした事業内容に関する地域内外の関係者へのヒアリングの実施）　人件費　1,289千円
・事業計画策定（戦略を踏まえた体制の事業計画策定）　人件費　1,160千円
・物件の活用に向けた具体的調整（物件の活用プランに基づく所有者等への活用意向調査等）　人件費　1,954千円
・町内周遊を促すためのソフト事業の立案・設計　人件費　1,401千円
・プロジェクトマネジメント（事業全体の進捗管理、タスク管理）　人件費　1,195千円
・報告書（成果物）作成　人件費　1,103千円
・諸経費（受託者の交通費、宿泊費 等）　880千円
・一般管理費　987千円

3 1,320千円本事業の効果を的確に測定し、及び当町におけるEBPMを推進するため、人流分析システムを活用する。
人流分析システム使用料　1,320千円

商店主、移住者、町内外の事業者、大子町


